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論文内容の要旨

総実な代数体F の整数環上の単位格子En (対応する 2 次形式が付+村+…+村)の類数を hn (F)とか

く。則ち local!ζ は En!と同型な格子の全体(種という)をglobal な同型で分類したときの類の個数を考

える。 hn(F)= 1 となる (n ， F) を見つけることは類数 1 問題と呼ばれ，解決されている。ここでは

hn(F)= 2 ，員iJち類数 2 問題を扱う。 (n と 4 の条件のもとでは解決されている。)本論文は， F を実 2 次

体に制限して， n ミ 3 という一般的な n!ζ対して結果を与える:

主定理

n ミ 3 で F が実 2 次体のとき， hn(F)= 2 となる_ (n , F) は次で与えられる:

n = 5 ; Q CJ 2) , n = 3 ; Q CJ 3) ,- n = 5 ; Q CJ 5) , 

n = 3 ; Q CJ 13) , n = 3 ; Q CJ 33) , n = 3 i -Q G.j 41) . 

乙の類数問題について先駆者たちは殆んと、Siegel Mass Formula を用いてきた。しかし乙 ζ では、

それとは独立な方法 ω、わゆる Kneserの隣接法で，直交群の近似定理で裏づけされる)を用いる。その

ため，乙の証明の早い段階で，類数 1 問題の解答も自然に出てくるo また，類の代表も具体的に与えら

れる。

さて，隣接法とは，ー一つの格子から，いくつかの新しい格子を産み出す方法であり，

イ)適当な条件C1 のもとでは，作られた格子は元の格子と同じ種に入り

ロ)更にある条件 C2のもとでは，乙のような隣接法を次々と産み出された格子に施したときに，有限

回でその種の中の各類の代表が必ず顔を出す
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というものである，本論文では次の段階を追って，証明を完了する。

隣接法で得られる格子の聞の同型性の十分条件を与える CLem"2 ,._ 4)0 En の一面白の隣接化の簡易

化 CProp 1 , Lem 5 )ののち，そうして得られた格子の性質(特に 1 や 2 の表現について)を調べる

CLem 6 , Propo 2 ,._ 7 )。それを使って，一回目で (E nを含めて) 3 つ以上の互いに同型でない格子が

出てくる場合(従ってhn(F) と 3 )を調べ， hn(F)手 2 となる必要条件を決定する CProp.8 )。次に条件C2

を記述し CLemo8 ， 9) , Propo8 で残った考察すべき場合が， C2 を満たすことを示し，隣接法を引き

つづいて完全遂行する。 Enの一回目の隣接化でもう En と同型でないものが出て乙ないならば hn (F)= 1 

である。また一つだけ出てきたときに，乙の第二の格子から隣接化でもはや新しい格子が出て乙なけれ

ばhn (F)= 2 となる。乙ういう考えのもとに隣接法を使って，主定理がえられる。

論文の審査結果の要旨

Kは総実代数体， Q は Kの整数環， V=Kel+ … +Ken は内積の定義された K上 n 次元のベクトノレ空

間で{ e h …e n }はその正規直交基とし， E =Qel+… +Qen を単位格子とする。 Vの格子 L は， K 

の任意の有限素点 þ ，乙対してvþ=V②Kþ 0.: 直交変換Oþ が存在してσþLþ =Eわとなるとき E と同じ種に

属するといい，このような L の全体をgenEで、表す。またgenEの元 L ， M'こ対してVの直交変換。があ

って aL=M となるとき L と Mは同じ類に属するといい， gimE内の類の個数をhn (K)とかいてそれを E

の類数という。類数の有限性はすでに知られているが，自然数 k を与えて hn (K) = k となる (K ， n) を

すべて求めるという問題は「類数 k 問題J とよばれる。

「類数 l 問題」は 1960 年から 1977 年にかけてDzewas， Nebelung, Pheuffer, Peters等によって完

全に解決されている。また「類数 2 問題J は n 孟 4 のとき Pohst C 1973 年)， Ph騏ffer C 1978 年)等に

よってほぼ解決されている。

本論文では「類数 2 問題」を n 孟 3 のときに考察し， Kが実 2 次体のとき hn(K)= 2 となるのはCK ， n)

= C Q CJ 2). 5). C Q CJ 3) , 3) , C Q CJ 5) , 5) , C Q CJ 13) , 3) , C Q CJ 33) , 3) , C Q CJ 41), 3 )に

限るととを示して乙の問題の解答を与えている。また乙の証明も従来のSiegelのMass Formula を用

いるものとは異なり， Kneserの方法を用いて独自の手法によるもので興味深い。

以上のように本論文は， 2 次形式の類数問題という困難な問題に新らたな知見を加えるものであり，

理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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